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安価な医薬品として国がその使⽤を薦めているジェネリック医薬品とは何か 
 
ジェネリックという⾔葉が巷にあふ
れていく久しい。ジェネリックという
⾔葉が出てきた当初は、調剤薬局が
「ジェネリックにしませんか？」との
お声がけをしていたが、最近ではその
声が聞かれなくなってきたように思
う。市⺠権を得たということだろう。 
 
ジェネリックとはズバリ「特許が切れ
た医薬品を他社が作成したもの」であ
る。最初に医薬品を開発した会社は特
許の有効期限中に利益を確保する。特
許切れの後、まだ魅⼒ある医薬品につ
いては他社が参⼊し、その利益のおこ
ぼれにあずかる。 
 
最初にこの医薬品を開発した会社は、
製造設備の減価償却も終わり、安価に
この医薬品を製造できるはずである
が、後発メーカーにその商圏を明け渡
さざるを得なくなることがある（後
述）。このようにして誕⽣したのがジ
ェネリック医薬品市場である。後発医
薬品（Wikipedia）に詳しい。 
 
先発の会社を押しのけて新たにその
医薬品を製造するわけであるから、設
備投資等、初期費⽤も発⽣すると考え
られるが、ジェネリック薬製造会社は
安価に医薬品を供給する⼒を持って
いる。 



これは、ひとつは先発会社の医薬品の開発費⽤の償却がいかに⼤きいかを⽰している。新し
い医薬品製造においてその成功確率は低く、多くの失敗費⽤までがこの新薬価格に含まれ
る。先発会社にとってはその費⽤回収のため、⾼い薬価を設定せざるを得ないわけである。 
 
新薬が特許切れとなった瞬間、多くのジェネリック薬製造会社が出現することになるが、新
薬を作っていた会社もその開発費⽤と設備償却が終わり、ジェネリック会社と同じスター
トラインに、考えようによっては設備償却が終わっているだけ有利な位置にいることにな
る。ジェネリック医薬品に負けることなく、先発会社が当医薬品を製造し続けていることも
あるだろう。この場合、ジェネリック医薬品の定義上、ジェネリック医薬品とは呼ばれない。 
 
以降に⾻粗しょう症、⾻折関連薬の薬価を⽰すが、この薬価は薬価基準を基に決められたも
のである。国の意向も関係してか、新薬に対してジェネリック薬の薬価はかなり低価格に設
定されている。これが新薬を始めて製造した会社がその薬を製造し続けられないもうひと
つの原因である可能性がある。「お宅の会社は⼗分に儲けたのだから、もういいでしょう」
との医薬品価格を抑えたい国の⼤きな声が聞こえてくるようだ。 
 
薬価基準の仕組みと解説 ２０１８ （右下表） 
https://www.yakuji.co.jp/wpyj-002/wp-
content/uploads/2018/07/yakkakijun_shikumikaisetu2018_sample.pdf 
 
ジェネリック（Wikipedia） 

ジェネリック医薬品 - 特許が切れた医薬品
を他社が作成したもの。後発医薬品とも⾔われ
ている。以前は、先発品が発売された後に、ゾロ
ゾロと発売されることからゾロとも⾔われてい
た。 

また、最近ではオーソライズド・ジェネリッ
クも発売されている。通常のジェネリック医薬
品は先発医薬品と有効成分は同じだが、添加物
などは違う事があった。しかし、オーソライズ
ド・ジェネリックは有効成分だけではなく、原
薬、添加物、製法なども⼀緒である。ケースによ
っては、製造⼯場や⽣産ラインも同じ事がある。 

医薬品の⼀般名（Generic name、ジェネリッ
ク名、ジェネリックネームとも）。有効成分名の
こと。 



ジェネリック薬の薬価例  ⾻粗しょう症、⾻折関連 
 

 

 

 

 

 
 


